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三郷議会だより　第214号

139億4,061万5千円139億4,061万5千円139億4,061万5千円

90億6812万5千円90億6812万5千円90億6812万5千円 認定
26年度
決算

普　　通　　会　　計

普通会計歳出決算額普通会計歳出決算額普通会計歳出決算額

準公営企業会計・その他事業会計

※その他…地方譲与税・財産収入・
　　　　　配当割交付金など

普通会計とは…一般会計・住宅新築資金等貸付事業特別会計・し尿浄化槽管理特別会計・
　　　　　　　公共用地先行取得事業特別会計・勢野北部用地整理事業特別会計の５会計
　　　　　　　の合計です。

積立金
3.1％

歳　出
90億6812万5千円

普通建設事業費
25.2％

人件費
16.2％

扶助費
15.1％

 会　計　区　分 歳　　　入 歳　　　出 差　引　額

 下 水 道 事 業 7億3556万6237円 7億3484万7241円 71万8996円

 国民健康保険 25億6668万7434円 24億8634万4747円 8034万2687円

 介護保険事業 17億1273万6758円 17億1595万8855円 △322万2097円

 後期高齢者医療 2億8899万4926円 2億8879万2626円 20万2300円

 合　　　　　計 53億  398万5355円 52億2594万3469円 7804万1886円

物件費
12.1％

繰出金
10.7％

補助費等
9.2％

公債費
7.7％

維持補修費
0.7％

歳　入
93億9426万8千円

地方交付税
24.8％

町税
23.0％

県支出金
5.6％

繰越金
6.3％

町債
16.1％

国庫支出金
11.7％

地方消費税交付金　1.9％
分担金負担金　1.2％

その他 2.5％
繰入金
2.3％

諸収入
1.9％

使用料
2.7％
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平成27年第3回（9月）定例会平成27年第3回（9月）定例会平成27年第3回（9月）定例会
9月4日～18日（15日間）

財政健全度からわかる財政状況
三郷町の財政健全化判断比率（平成26年度）　（単位：％）

実質赤字
比　　率

 三 　 郷 　 町 ― ― 1.8 ―

 早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

 財政再生基準 20.0 30.0 35.0

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　　　率

将来負担
比　　率

水道事業
会計決算

　平成26年度決算に基づく三郷町の財政
健全化判断比率については、実質赤字比率・
連結実質赤字比率は、黒字決算のため算出
されませんでした。
　また、左表のとおり、実質公債費比率は
1.8％（平成25年度時は3.4％）となり、すべ
ての比率において基準値を下回っています。

収益的収支
（税抜）

 収　入 6億２４３６万８１７０円

 支　出 5億６６５２万６２７２円

 収　入 ５３４５万９２８０円

 支　出 １億　４３５９万３５０円

資本的収支
（税抜）

　５７８４万１８９８円
（純利益）

△９０１３万１０７０円
(不足額)

※不足額は、消費税資本的収
支調整額・損益勘定留保資
金で補填
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三郷議会だより　第214号

　掲載しております一般質問は、
通告書による質問に対して１回
目の回答の要旨を掲載していま
す。再質問やそれらに係る回答、
また掲載以外の質問等について
は、会議録に詳しく掲載してお
ります。
　会議録は議会事務局、町立図
書館で閲覧できますが、発行時
期等詳しくは議会事務局にお問
い合わせください。

車
い
す
の
貸
出
し
に
つ
い
て
は
、

町
で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
15
台
保
有
し
て
い
る
の

で
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
貸
出
し
の
条
件
が
基
本
、
介
護

認
定
を
持
っ
て
お
ら
れ
な
い
方
が
対
象

で
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
で
申
請
い

た
だ
き
、
最
高
１
ケ
月
間
貸
出
し
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、

町
と
し
て
貸
出
し
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
掲
載
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
社
会
福
祉

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
介
護
機

器
の
展
示
と
紹
介
の
ペ
ー
ジ
に
簡
単
な
内

容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
更
新
に

つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
判
断
に

よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
車
い
す
用
福
祉
車
両
の
貸
出
し

に
つ
い
て
は
、
町
で
は
保
有
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
貸
出
し
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
１
台
保
有
し
て
い

ま
す
が
、
貸
出
し
は
行
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

職
員
の
配
偶
者
の
就
業
状
況
や
育

児
休
業
の
取
得
の
有
無
に
関
わ
り

無
く
、
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
就
学
の
始

期
に
達
す
る
ま
で
の
子
の
看
護
休
暇
の
取

得
要
件
や
取
得
日
数
も
拡
大
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、国
の
制
度
に
準
じ
、

育
児
休
業
制
度
は
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
育
児
休
暇
取
得
率
は
女

性
職
員
１
０
０
％
に
対
し
、
男
性
職
員
は

実
績
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

男
性
職
員
が
育
児
休
暇
を
取
得
し
な
い

要
因
と
し
て
、
乳
児
に
対
し
て
の
授
乳
や

育
児
休
暇
取
得
時
に
対
す
る
一
定
の
給
与

保
障
は
あ
る
も
の
の
減
収
と
な
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
家
庭
状
況
も
様
々

で
あ
り
、
取
得
す
る
か
否
か
の
判
断
は
職

員
自
ら
判
断
す
べ
き
こ
と
で
、
強
制
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
男
性
職
員
の
家
事
・

育
児
・
介
護
等
の
家
庭
生
活
へ
の
参
加

促
進
を
図
り
、
仕
事
と
家
庭
の
「
両
立
支

援
制
度
」
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
女
性

の
活
躍
に
不
可
欠
で
あ
り
、
男
性
職
員
自

身
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
観

点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
関
係
各
課
が
連
携
し
、
職
員
等

へ
の
意
識
啓
発
を
図
る
取
り
組
み
も
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

A

A

　車いすの貸出しについて
社会福祉協議会で貸出しを行っています

車いすの貸出しは最大で何台まで可能か？

ホームページに掲載されていないが、今後更新されるのか？

また、車いす用福祉車両の貸出しは、行っているのか？

男性の育児休業取得をすすめるための取組について
職員等への意識啓発を図る取り組みを進めます

国は、２０２０年までに男性の育児休業取得率を１３％まで上げることを目標にしているが、
男性の育児休業取得率は２０１４年の段階で２．３％ほどであり、進んでいないのが現状である。
三郷町でも、男女が対等の立場で家庭に関わる男女共同参画社会を目指すために、男性職員の
育児休業取得を率先して進めてほしい。
三郷町の男性の育児休業についての現状と、それに対する認識、今後の取り組みは？

Q

Q
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本
年
４
月
１
日
よ
り
両
小
学
校
に

お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
定

員
を
増
員
し
、
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

本
年
９
月
の
入
所
状
況
は
、
小
学
校
４

年
生
ま
で
の
受
け
入
れ
で
、
三
郷
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
87
名
（
定
員
１
０
０

名
）、
三
郷
北
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
１
３
９
名
（
定
員
１
４
０
名
）
で
あ
り
、

現
在
、
待
機
児
童
は
い
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
三
郷
北
小
学
校
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
、
ほ
ぼ
定
員
数
に
達
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
本
町
と
し
て
も
小
学
校
５
・
６

年
生
の
入
所
希
望
者
、
夏
休
み
等
の
長
期

休
暇
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
郷
小
学

校
で
は
子
ど
も
の
人
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
た
め
、
空
き
教
室
の
改
修
等
を
行
う
な

ど
の
有
効
活
用
を
し
な
が
ら
受
け
入
れ
は

可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
一
方
、
三
郷

北
小
学
校
で
は
子
ど
も
の
人
数
も
増
加
傾

向
に
あ
り
、
空
き
教
室
に
も
余
裕
が
な
く

厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
は
、
５
・
６
年
生
の
受
け

入
れ
は
両
校
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
を
行
う
た
め

に
は
、
三
郷
北
小
学
校
の
敷
地
内
に
、
も

う
１
棟
プ
レ
ハ
ブ
施
設
を
建
設
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
併
せ
て
指
導
員
の
増
員
、
備

品
の
購
入
等
の
経
費
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
建
設
工
事
期
間
も
長
期
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
５
・
６
年
生
の

受
け
入
れ
、
長
期
休
暇
へ
の
対
応
は
困
難

と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
４
年
生
ま
で
の
受
け

入
れ
に
お
い
て
、
定
員
が
大
幅
に
下
回
る

状
況
と
な
れ
ば
６
年
生
ま
で
の
受
け
入
れ

も
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

職
員
の
配
偶
者
の
就
業
状
況
や
育

児
休
業
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取
得
の
有
無
に
関
わ
り
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く
、
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取
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も
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が
、
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休
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取
得
率
は
女

性
職
員
１
０
０
％
に
対
し
、
男
性
職
員
は

実
績
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

男
性
職
員
が
育
児
休
暇
を
取
得
し
な
い

要
因
と
し
て
、
乳
児
に
対
し
て
の
授
乳
や

育
児
休
暇
取
得
時
に
対
す
る
一
定
の
給
与

保
障
は
あ
る
も
の
の
減
収
と
な
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
家
庭
状
況
も
様
々

で
あ
り
、
取
得
す
る
か
否
か
の
判
断
は
職

員
自
ら
判
断
す
べ
き
こ
と
で
、
強
制
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
男
性
職
員
の
家
事
・

育
児
・
介
護
等
の
家
庭
生
活
へ
の
参
加

促
進
を
図
り
、
仕
事
と
家
庭
の
「
両
立
支

援
制
度
」
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
女
性

の
活
躍
に
不
可
欠
で
あ
り
、
男
性
職
員
自

身
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
観

点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
関
係
各
課
が
連
携
し
、
職
員
等

へ
の
意
識
啓
発
を
図
る
取
り
組
み
も
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

平
成
27
年
第
３
回
（
９
月
）
定
例
会

そ
の
他
の
一
般
質
問

A

入所希望者が急増している放課後児童クラブの対策について
定員が大幅に下回る状況になれば
　　６年生までの受け入れも行ってまいりたいと考えます

４月から施設の拡充を行い、定員を増やしたところであるが現在の状況は？

また、子ども子育て支援法の施行により対象児童が６年生までに拡げられたが、５・６年生の

入所希望者への対応、特に夏休み等の長期休暇への対応について町の考えは？

Q

☆
「
会
計
基
準
」
見
直
し
後
の
水
道

事
業
会
計
財
務
諸
表
等
の
見
方
に

つ
い
て

☆
情
報
公
開
と
住
民
参
加
で
焼
却
炉

広
域
化
の
議
論
を

☆
ス
ー
パ
ー
ヤ
オ
ヒ
コ
の
買
い
物
客

に
よ
る
県
道
信
貴
山
線
の
車
の
渋

滞
と
勢
野
北
口
駅
前
道
路
の
放
置

自
転
車
に
つ
い
て
の
６
月
議
会
後

の
対
策
は

☆
準
要
保
護
生
徒
を
対
象
に
し
た
高

校
入
学
準
備
金
の
新
設
を

☆
予
約
制
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運

行
の
改
善
を

☆
被
災
時
の
備
蓄
食
料
に
つ
い
て

☆
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

☆
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
つ
い

て
☆
子
ど
も
へ
の「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

「
急
性
耳
下
腺
炎
」
予
防
接
種
の

助
成
は
出
来
な
い
か
？

☆
電
力
の
切
り
替
え
に
つ
い
て

☆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い

て

　三郷北小学校放課後児童クラブ



常
任
委
員
会
の
主
な
報
告

事業名 総事業費
財源内訳

国庫補助金 地方債 一般財源

新給食セン
ター建設事業

（平成 25 年度
～ 27 年度）

１２億６８２７万７７０２円 ２億１３４１万９０００円 ６億９４３０万円 ３億６０５５万８７０２円

勢野北美松ケ
丘線築造工事

（平成 24 年度
～ 26 年度）

７億３８６３万１０００円 ３億１６８７万８０００円 ２億９０００万円 １億３１７５万３０００円

新給食センター

勢野北美松ケ丘線

6

三郷議会だより　第214号

総 務 建 設
常任委員会
総 務 建 設
常任委員会
総 務 建 設
常任委員会

▶開会日
　平成27年9月10日（木）
　　　　　 9月11日（金）　
　　午前9時30分～

同
意
第
３
号

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
全
会
一
致
原
案
同
意
）

氏　
　

名　

藤
原　

佑
二

住　
　

所　

三
郷
町
立
野
北
２
丁
目

　
　
　
　
　

21
番
９
号

生
年
月
日　

昭
和
16
年
２
月
２
日

同
意
第
４
号

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
原
案
同
意
）

氏　
　

名　

稲
森　

光
江

住　
　

所　

三
郷
町
信
貴
ケ
丘
１
丁
目

　
　
　
　
　

２
番
16
号

生
年
月
日　

昭
和
21
年
12
月
12
日

同
意
第
５
号

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
原
案
同
意
）

新
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
と

勢
野
北
美
松
ケ
丘
線
築
造
工
事
の

３
年
間
に
か
か
っ
た
各
総
事
業
費
と
財

源
内
訳
は
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
る
が
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
？

QQ

Q 

＆ 

A

Q 
＆ 

A

氏　
　

名　

山
㟢　

崇

住　
　

所　

三
郷
町
勢
野
東
２
丁
目

　
　
　
　
　

７
番
６
号

生
年
月
日　

昭
和
11
年
８
月
30
日

同
意
第
６
号

諮
問
第
２
号

諮
問
第
３
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
全
会
一
致
原
案
同
意
）

氏　
　

名　

瀧
川　

忠
雄

住　
　

所　

三
郷
町
立
野
南
３
丁
目

　
　
　
　
　

３
番
20
号

生
年
月
日　

昭
和
22
年
８
月
15
日

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

 　
（
全
会
一
致
適
任
）

氏　
　

名　

笹
木　

勝
博

住　
　

所　

三
郷
町
立
野
北
２
丁
目

　
　
　
　
　

21
番
20
号

生
年
月
日　

昭
和
24
年
８
月
10
日

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

 　
（
全
会
一
致
適
任
）

氏　
　

名　

山
㟢　

昭
子

住　
　

所　

三
郷
町
勢
野
東
５
丁
目

　
　
　
　
　

６
番
12
号

生
年
月
日　

昭
和
28
年
5
月
15
日

認
定
第
１
号

議
案
第
38
号

平
成
26
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
、
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数
原
案
可
決
）

平
成
27
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

各
事
業
の
総
事
業
費
と
財
源
内
訳

は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
う
ネ
ッ
ト    

ワ
ー
ク
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
扱

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
離
を
継
続
し
つ

つ
、
外
部
か
ら
の
攻
撃
等
に
対
す
る
防

御
体
制
を
強
化
し
、
個
人
情
報
保
護
に

万
全
を
期
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

AA



常
任
委
員
会
の
主
な
報
告
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三郷議会だより　第214号

文 教 厚 生
常任委員会
文 教 厚 生
常任委員会
文 教 厚 生
常任委員会

▶開会日
　平成27年9月7日（月）
　　　午前9時30分～

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
３
ユ
ニ
ッ
ト
を
増
床
す

る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
実
施
状
況
は
？

認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
２
ユ
ニ
ッ
ト
（
18
名
）
は
整
備

し
ま
し
た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

　

こ
れ
ら
の
3
議
案
関
連
に
つ
い
て
は
、

三
郷
町
に
寄
附
を
い
た
だ
い
た
平
成
26

年
度
ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
ガ
ン
バ
レ
三

郷
！
応
援
寄
附
金
）
を
事
業
目
的
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
へ
積
立
て
る
た
め

条
例
制
定
、
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

同
意
第
７
号

議
案
第
45
号

議
案
第
48
号

議
案
第
49
号

認
定
第
1
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
原
案
同
意
）

氏　
　

名　

芝
崎　

善
彦

住　
　

所　

三
郷
町
立
野
北
１
丁
目

　
　
　
　
　

21
番
51
号

生
年
月
日　

昭
和
36
年
５
月
30
日

三
郷
町
文
化
振
興
基
金
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

三
郷
町
社
会
福
祉
振
興
基
金
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

三
郷
町
育
英
振
興
基
金
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

〈
３
議
案
関
連
〉

平
成
26
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
、
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
原
案
認
定
）

つ
い
て
は
、
県
の
認
可
が
お
り
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
第
６
期
の
事
業
計
画
に

お
い
て
は
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
29
床
、
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
２
ユ
ニ
ッ
ト
（
18
名
）
を
整

備
す
る
予
定
で
す
。

Q

1
日　

給
食
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

式
典

4
日　

第
３
回
定
例
会
本
会
議

７
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

10
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

11
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

16
日　

上
下
水
道
特
別
委
員
会

18
日　

全
員
協
議
会
・
本
会
議

25
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

3
日　

友
好
都
市
交
流
会

4
日　

安
曇
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念

式
典

8
日
〜
9
日

　
　
　

王
寺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
議
長

会
視
察
研
修

16
日　

財
政
援
助
団
体
等
の
監
査
（
公

益
財
団
法
人
三
郷
町
文
化
振
興

財
団
）

23
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

26
日　

生
駒
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

９ 

月
10 

月

Q 

＆ 

A

A

付
託
案
件
以
外
の
質
疑

障
害
者
差
別
解
消
法
が
平
成
28
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
が
、
町
と

し
て
の
対
応
は
？

市
町
村
は
障
が
い
者
へ
の
合
理
的

配
慮
が
義
務
と
な
る
こ
と
か
ら
、

職
員
研
修
を
実
施
し
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
段
差

な
ど
、
各
施
設
管
理
者
で
対
応
を
考
え

て
い
た
だ
く
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

合
理
的
配
慮
と
は･･･

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
、
日
常
生
活
や

社
会
生
活
で
受
け
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
制

限
を
も
た
ら
す
原
因
と
な
る
社
会
的
障

壁
を
取
り
除
く
た
め
に
、
障
が
い
の
あ

る
方
に
対
し
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
て

行
わ
れ
る
配
慮
。

Q

Q 

＆ 

A

A
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三郷議会だより　第214号

平成２７年第３回（９月）三郷町議会定例会
９月４日（金）～９月１８日（金）

	 議　　　　　　案	 審議結果	 付託委員会

同意第 3 号	 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 4 号	 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 5 号	 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 6 号	 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
同意第 7 号	 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 文教厚生常任委員会
諮問第 2 号	 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて	 全 会 一 致 適 任	 総務建設常任委員会
諮問第 3 号	 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて	 全 会 一 致 適 任	 総務建設常任委員会
認定第 1 号	 平成26年度三郷町一般会計、特別会計歳入歳出決算の認定について	 賛成多数原案可決	 全 　 委 　 員 　 会
認定第 2 号	 平成26年度三郷町水道事業会計決算の認定について	 賛成多数原案可決	 上下水道特別委員会

議案第38号	 平成27年度三郷町一般会計補正予算（第2号）	 全会一致原案可決
	 総務建設常任委員会

	 	 	 文教厚生常任委員会
議案第39号	 平成27年度三郷町し尿浄化槽管理特別会計補正予算（第1号）	 全会一致原案可決	 上下水道特別委員会
議案第40号	 平成27年度三郷町下水道事業特別会計補正予算（第1号）	 全会一致原案可決	 上下水道特別委員会
議案第41号	 平成27年度三郷町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第42号	 平成27年度三郷町介護保険事業特別会計補正予算（第3号）	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第43号	 平成27年度三郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第44号	 平成27年度三郷町勢野北部用地整理事業特別会計補正予算（第1号）	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第45号	 三郷町文化振興基金条例の制定について	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第46号	 三郷町個人情報保護条例の一部改正について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第47号	 三郷町手数料条例の一部改正について	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第48号	 三郷町社会福祉振興基金条例の一部改正について	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第49号	 三郷町育英振興基金条例の一部改正について	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第50号	 平成27年度町道立野34号線道路改良工事（社会資本総合整備事業）	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
	 請負契約の締結について	
議案第51号	 平成27年度三郷町文化ホール電動式移動観覧席入替工事請負契約の	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
	 締結について	
議案第52号	 平成27年度三郷町水道施設中央監視設備更新工事請負契約の締結に	 全会一致原案可決	 上下水道特別委員会
	 ついて	
議案第53号	 三郷町道路線の廃止について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第54号	 三郷町道路線の認定について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第55号	 財産の取得について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会

報告第 5 号	 平成26年度三郷町の財政の健全化判断比率等について	 報　告　受　理
	 総務建設常任委員会

	 	 	 上下水道特別委員会
報告第 6 号	 平成26年度三郷町水道事業会計に係る資金不足比率について	 報　告　受　理	 上下水道特別委員会
報告第 7 号	 三郷町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検	 報　告　受　理	 文教厚生常任委員会
	 及び評価の結果について	
報告第 8 号	 公益財団法人三郷町文化振興財団の経営状況について	 報　告　受　理	 文教厚生常任委員会
報告第 9 号	 平成26年度ふるさと寄附金について	 報　告　受　理	 総務建設常任委員会
報告第10号	 寄附の受け入れについて	 報　告　受　理	 総務建設常任委員会

　

９
月
12
日
に
恒
例
の
敬
老
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
８
９
６
名
の
方
が
出
席

さ
れ
、
大
変
楽
し
く
明
る
い
笑
い
に
包

ま
れ
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

日
本
人
の
寿
命
が
ま
た
延
び
、
男
性

80
歳
、
女
性
87
歳
と
世
界
一
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
郷
町
で
は
、

百
歳
以
上
の
方
が
25
名
（
男
６
名
、
女

19
名
※
９
月
12
日
現
在
）
お
ら
れ
ま
す
。

あ
る
新
聞
の
記
事
に
よ
る
と
百
歳
以
上

の
高
齢
の
方
が
全
国
で
６
万
人
を
突
破

し
、
今
年
中
に
百
歳
に
な
る
方
が
３
万

人
を
超
え
る
と
の
こ
と
で
す
。
敬
老
の

日
に
合
わ
せ
総
務
省
の
発
表
で
は
、
日

本
の
高
齢
人
口
推
計
で
80
歳
以
上
の
方

が
１
０
０
２
万
人
で
主
要
８
カ
国
で
高

齢
者
人
口
（
65
歳
以
上
）
の
割
合
で
日

本
が
唯
一
25
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

長
寿
は
生
活
環
境
に
も
大
き
く
影
響

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
い
に
外

出
さ
れ
、
周
り
の
方
々
と
語
り
、
笑
っ

て
健
康
寿
命
も
も
っ
と
延
ば
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。
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